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成 果 の 概 要

[背景・目的]

様々な情報が商取引やインターネット上などで集められその膨大な情報の

相互関係が「ビッグデータ」として解析されるようになっている。一方でそ

の解析されたデータの利活用については解析者の恣意的な判断にゆだねられ

ていている状況になる。我々は「ビッグデータ」の利活用の一つとして数理

的な道具立てで「ビッグデータ構造」を理解しその上での最適化をテーマに議

論をおこなった。

[成果]

ビッグデータ構造は多数のノード点とそれらの重みつきのつながり

具合によって特徴づけられると考えられる。したがってビックデータ構造上

での最適化を考察する場合グラフ・ネットワーク理論とグラフ上の解析学を

ベースに議論を進めることが必要になる。我々はグラフ・ネットワークの方

向と解析学の方向からこの問題について議論を行った。

●グラフ・ネットワーク方向から

グラフハイパーグラフネットワーク等によって表されるコミュニケーション

制約や共起制限を受けて、定義域が制限される環境における集合関数(e.g., 非

加法的確率, ゲーム, 価値関数)について以下の点について議論した。

1)制限された定義域の中に、どのように、元の集合関数を埋め込むか?

2)通常の定義域における、相補性(e.g., super additivity, super-modularity)

の性質が、どのような影響を受けるのか?

また、定義域の制限下においても、これらの性質が保存されるような条件はど

のようなものか?

3)その条件下における、定義域の代数的構造の特徴はどのようになっているの

か?

●解析学方向から

グラフ各ノードとそれらをつなぐ辺上に微分作用素を定義して固有値問

題や放物型方程式を考察する。その上で以下の点について議論した。

1)グラフのノードや辺を規則的に増やした場合の固有値・固有関数について

その具体的な値について検討しその漸近挙動はどうなるか?

2)「各辺に対し同じ重みをつけた」モデルを作り考察を行ってきたが今年度

の研究で「各辺に対し異なる重みをつけた」モデルに拡張した。

3)小数のノードと辺をもつグラフについて各辺の重みを確率変数と見なした

場合その固有値・固有関数の挙動はどうなるか?
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